
令和6年度
第3次島田市総合計画の策定に係る事業者アンケート集計結果

＜第3次島田市総合計画＞
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島田市の事業のしやすさ、強みと弱みについて

• 事業のしやすさは、約4割が「事業がしやすい」と回答する一方、「どちらでもない」とする回答が最も多
かった。

• 全体的な強みとしては「交通インフラ」、弱みとしては「市街地のにぎわい」「人口・市場規模」が主に挙
げられている。また、特に農林業及び医療・福祉業については「行政による事業者支援」が弱みと回答
する割合が多かった。

• 売上高が高くなるほど「市街地のにぎわい」よりも「従業員の確保」に力を入れるべきという傾向が見ら
れた。また、売り上げ規模が小さい飲食やサービス業などの第3次産業を中心に「市街地のにぎわい」
に取り組んでほしいという回答が多く、地元の購買力が売上に直結しやすいことが推測される。

事業展開・事業承継について

• 島田市で事業を続けたいとする事業者が約7割を占めている。事業展開や事業承継については「現状
維持」を望む回答が約4割を占めた。

• 事業の維持・継続を希望する事業者の中で、後継者がいない割合も一定数見られる。

• 全事業所の約2割が廃業を考えており、また、約3割が後継者がいないと回答している。

今後の期待する対応、産業振興の取組ついて

• 「人口減少・少子高齢化社会の進行」への対応を求める回答が突出して多く、特に廃業を考えている
事業者に多くみられた。

• 島田市内で事業を行う上では、「市街地の活性化」や「人材確保・育成への取組」が重要であるとの回
答が多かった。

サマリー
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◼実施期間：令和6年10月30日～11月15日

◼対象：島田市の事業者

◼実施方法：郵送及びインターネットでの受付

◼配布数：1,000票

◼有効回答数：361票

◼有効回答率：36.1％

調査概要
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◼ 業務別では、建設業（18.9％）、卸売業・小売業（18.6％）、製造業（16.9％）の割合が多く、第1次産
業は全体の2.9％、第2次産業は全体の36.1％であった。

貴事業所の概要についておたずねします。（業種）
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0.0

0.3

18.9

16.9

3.4

0.0

1.1

18.6

1.7

2.3

4.0
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3.4
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農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業
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生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されないもの）

その他

(n=349)
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◼ 営業年数が30年以上の事業所が60％以上を占めており、次いで20～25年未満の事業所（8.9％）と
なっている。

◼ 第3次産業に比べ、第1次、第2次産業は30年以上の事業所が多い。

貴事業所の概要についておたずねします。（島田市内での営業（操業）年数）
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7.4%

5.2%
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8.9%
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◼ 単独の事業所の回答割合が9割弱を占めている。

貴事業所の概要についておたずねします。（本社・支社等の区分）

86.1%

9.1%

4.7%
(n=361)

単独の事業所

本社・本店

支社・支店・営業所



7

◼ 個人事業主が5割弱であり、次いで100～1000万円未満（24.9％）、1000～5000万円未満（21.2％）
と続き、事業規模が500万円以下の事業所で、約9割を占めている。

貴事業所の概要についておたずねします。（資本金・出資金）

47.6%

2.8%

24.9%

21.2%

2.0%
1.4%

(n=353)

個人事業主

100万円未満

100～1000万円未満

1000～5000万円未満

5000万円～1億円未満

1億円以上
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◼ 1000～3000万円未満及び１～５億円未満の売上高の事業所の割合が約2割を占めている。次いで、
500万円未満、500～1000万円未満の事業所が多かった。

◼ 建設業と製造業については、 30億円以上を売り上げる事業所が存在している。

貴事業所の概要についておたずねします。（年間売上高）
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◼ 70歳以上が3割弱と最も多く、次いで60～69歳（28.9％）、50～59歳（25.9％）と続いており、代表者
の高齢化が進んでいる。

貴事業所の概要についておたずねします。（代表者の年齢）

0.0% 3.3%

12.4%

25.9%

28.9%

29.5%

(n=363)

30歳未満

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上
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◼ 従業員の平均年齢は、40～49歳の層（30.8％）が最も多く、次いで50～59歳の層（29.2％）となって
いる。

◼ 一方、30歳未満は3.4％と最も低く、従業員についても高齢化が進んでいることがわかる。

貴事業所の概要についておたずねします。（従業員の平均年齢）

3.4%
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30.8%

29.2%

14.6%

9.2%

(n=295)

30歳未満

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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◼ 従業員がいないと回答した事業所が３割を超えている。

貴事業所の概要についておたずねします。（従業員数）

68.6%

31.4%

(n=363)

従業員がいる

従業員がいない
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◼ 全体人数では、「１～５人未満」の人数が5割弱を占め、小規模な事業所が多いことがわかる。
◼ 性別にみると、男性では「1～5人未満」が5割、「5～10人未満」が2割であったが、女性では、「1～5人未満」が8割と

多数を占めている。
◼ 5～10人未満以降の女性人数は、男性人数よりも割合が少ない。

貴事業所の概要についておたずねします。（正規社員）
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◼ 全体人数では、正規社員と同様に、「１～５人未満」の人数が5割弱を占め、非正規社員のいない事
業所が12.8％となっている。

◼ 性別にみると、男性では「1～5人未満」が6割弱であったが、女性では「1～5人未満」が6割強である。

貴事業所の概要についておたずねします。（正規社員以外）

男性 女性全体
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◼ 「1～5人未満」の割合が、全体人数では5割強を占めている。

◼ 「1～5人未満」の事業所が多いこともあり、島田市に居住する方の割合も高くなっていると考えられる。

貴事業所の概要についておたずねします。（従業員数（島田市に居住する方））
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◼ 外国人材の雇用数は、０人の事業所が7割と多数を占めている。

◼ 雇用している事業所では、男性・女性ともに「1～5人未満」で5割強である。

◼ 女性人数においては、40～50人未満が4.3％ある。

貴事業所の概要についておたずねします。（従業員数（外国人材の雇用数））

男性 女性全体
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◼ 「事業がしやすい」「どちらかといえば事業がしやすい」と回答した事業所の合計は、4割強にとどまっ
ている。

◼ 「どちらともいえない」と回答した事業所が44.2％と最も多い。

貴事業所にとって、島田市は事業がしやすい市だと思いますか。
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どちらともいえない

どちらかといえば事業がし

にくい

事業がしにくい
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◼ 強みとしては、「交通インフラ」を挙げた事業所が4割強と最も多く、他項目と比較し突出している。次いで、「犯罪や交通事故のリスク」
「顧客・取引先との距離」「事業者同士の情報交換」「自然災害などへのリスク対応」が挙げられている。

◼ 弱みとしては、「市街地のにぎわい」「人口・市場規模」が5割強と突出しており、次いで「従業員の確保」が挙げられている。

◼ 強みとして最も多かった「交通インフラ」が、弱みと考える事業者は2割強であり、地域や業種によって差異があると考えられる。

貴事業所が考える島田市の現在の「強み」「弱み」と、今後、市が力を入れて取り組むべきであると考え
ることについて、教えてください。（強み、弱み） 〈それぞれ３つまで選択〉

44.5

27.8

26.7

25.3

22.8

16.7

14.9

6.8

3.6

2.5

3.2 

0% 5% 10%15%20%25%30%35%40%45%50%

鉄道・道路などの交通インフラ

犯罪や交通事故のリスク

顧客・取引先との距離

事業者同士の情報交換や交流

自然災害などへのリスク対応

行政による事業者支援

子育て支援など従業員が働きやすい環境

人口・市場規模

従業員の確保

駅周辺など市街地のにぎわい

その他

(n=281)

57.4

51.7

27.3

24.9

24.0

22.8

16.8

9.3

6.6

2.4

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

駅周辺など市街地のにぎわい

人口・市場規模

従業員の確保

行政による事業者支援

鉄道・道路などの交通インフラ

自然災害などへのリスク対応

子育て支援など従業員が働きやすい環境

顧客・取引先との距離

事業者同士の情報交換や交流

犯罪や交通事故のリスク

その他

(n=333)

強み 弱み
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◼ 最も強みとされる「交通インフラ」について、特に電気・ガス・熱供給・水道業や製造業の回答割合が多い。また、「交
通インフラ」を弱みと考える業種は、教育、学校支援業や医療・福祉、不動産・物品賃貸業が多かった。

◼ 最も弱みとされる「市街地のにぎわい」については、特に宿泊・飲食サービス業や運輸業、郵便業の回答割合が多
い。

貴事業所が考える島田市の現在の「強み」「弱み」と、今後、市が力を入れて取り組むべきであると考え
ることについて、教えてください。（業種別） 〈それぞれ３つまで選択〉

業種別の強み 業種別の弱み

18.2

25.8

31.5

33.3

17.8

10.0

20.0

22.2

17.6

20.0

100.0

24.6

25.0

10.3

13.7

0.0
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20.0

20.0
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10.0

16.7
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33.3
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10.0

10.0

33.3
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16.7
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20.6

5.0

33.3

37.5

15.4
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10.0

36.4

16.5
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50.0

11.9

20.0

10.0

22.2

14.7

10.0

25.0
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16.7
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業、林業 (n=11)

鉱業、採石業、砂利採取業 (n=2)

建設業 (n=97)

製造業 (n=73)

電気・ガス・熱供給・水道業 (n=12)

運輸業、郵便業 (n=2)

卸売業、小売業 (n=101)

金融業、保険業 (n=10)

不動産業、物品賃貸業 (n=10)

学術研究、専門・技術サービス業 (n=18)

宿泊業、飲食サービス業 (n=34)

生活関連サービス業、娯楽業 (n=20)

教育、学習支援業 (n=3)

医療、福祉 (n=8)

複合サービス事業 (n=1)

サービス業（他に分類されないもの） (n=65)

その他 (n=36)

交通インフラ 自然災害へのリスク対応 人口・市場規模 顧客・取引先との距離

行政による事業者支援 子育て支援など 情報交換や交流 市街地のにぎわい

従業員の確保 犯罪や交通事故のリスク その他

11.1
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17.6

12.1

15.4

33.3

17.6

13.0

11.1

33.3

11.2

16.7

0.0

17.6

12.1

16.7

17.6

12.0

22.2

33.3

21.7

13.4

16.7

14.3

23.2

16.7

23.5

18.2

20.5

26.9

33.3

17.6

33.3

22.0

22.2

27.8

11.2

16.7

14.3

10.1

12.1

23.5

11.1

16.7

11.8

11.4

15.4

16.7

33.3

19.1

27.7

16.7

28.6

23.2

25.0

23.5

24.2

31.8

26.9

16.7

17.6

33.3

22.0

26.7

15.1

15.1

16.7

14.3

25.0

12.1

33.3

13.3

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業、林業 (n=18)

鉱業、採石業、砂利採取業 (n=3)

建設業 (n=152)

製造業 (n=119)

電気・ガス・熱供給・水道業 (n=18)

運輸業、郵便業 (n=7)

卸売業、小売業 (n=138)

金融業、保険業 (n=12)

不動産業、物品賃貸業 (n=17)

学術研究、専門・技術サービス業 (n=33)

宿泊業、飲食サービス業 (n=44)

生活関連サービス業、娯楽業 (n=26)

教育、学習支援業 (n=6)

医療、福祉 (n=17)

複合サービス事業 (n=3)

サービス業（他に分類されないもの） (n=100)

その他 (n=45)

交通インフラ 自然災害へのリスク対応 人口・市場規模 顧客・取引先との距離

行政による事業者支援 子育て支援など 情報交換や交流 市街地のにぎわい

従業員の確保 犯罪や交通事故のリスク その他
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◼ 強みについては、売上高が大きくなるにつれ「交通インフラ」と回答する割合が多くなっており、逆に小さくなるにつれ「犯罪や交通事故
のリスク」と回答する割合が少なくなる傾向がある。

◼ 最も弱みとされる「市街地のにぎわい」については、売上高が大きい事業所ほど回答する割合が多くなる傾向にある。次いで割合の大
きかった「人口・市場規模」については、売上高10～30億円未満の事業所の回答割合が最も多かった。

売上高別の強み

20.9

20.5

22.3

18.2

21.5

26.7

31.6

15.8

30.8

12.1

13.3

18.5

10.5

10.5

23.1

15.4

18.1

12.1

13.8
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10.5

31.6

13.2

12.1

10.5

23.1

13.2

18.1

18.2

14.3

21.1

18.1

19.1

21.2

16.9

13.3

15.8
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1～5億円未満 (n=105)

5～10億円未満 (n=19)

10～30億円未満 (n=19)

30億円以上 (n=13)

交通インフラ 自然災害へのリスク対応 人口・市場規模 顧客・取引先との距離

行政による事業者支援 子育て支援など 情報交換や交流 市街地のにぎわい

従業員の確保 犯罪や交通事故のリスク その他

12.6

10.1

10.9

10.1

12.5

10.9

13.6

10.3

10.8

12.5

25.2

22.9

17.7

29.3

20.2

19.0

21.6

30.4

10.9

12.8

13.6

10.3

8.7

8.9

8.1

0.0

0.0

10.8

26.1

23.9

23.1

27.6

22.1

17.7

24.3

30.4

37.5

18.3

16.5

10.8

17.4

18.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

500万円未満 (n=119)

500～1000万円未満 (n=109)

1000～3000万円未満 (n=147)

3000～5000万円未満 (n=58)

5000～1億円未満 (n=104)

1～5億円未満 (n=158)

5～10億円未満 (n=37)

10～30億円未満 (n=23)

30億円以上 (n=16)

交通インフラ 自然災害へのリスク対応 人口・市場規模 顧客・取引先との距離

行政による事業者支援 子育て支援など 情報交換や交流 市街地のにぎわい

従業員の確保 犯罪や交通事故のリスク その他

貴事業所が考える島田市の現在の「強み」「弱み」と、今後、市が力を入れて取り組むべきであると考え
ることについて、教えてください。（売上高別） 〈それぞれ３つまで選択〉

売上高別の弱み
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◼ 弱みとして多かった、「市街地のにぎわい」が5割強であり、「人口・市場規模」は4割弱であった。

◼ 「交通インフラ」は強みとして挙げられていたが、3割弱は力を入れてほしいとの回答であった。

52.4

36.4

33.1

30.8

26.0

24.6

18.0

8.9

5.3

2.4

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

駅周辺など市街地のにぎわい

人口・市場規模

行政による事業者支援

自然災害などへのリスク対応

鉄道・道路などの交通インフラ

子育て支援など従業員が働きやすい環境

従業員の確保

犯罪や交通事故のリスク

事業者同士の情報交換や交流

顧客・取引先との距離

その他

(n=338)

貴事業所が考える島田市の現在の「強み」「弱み」と、今後、市が力を入れて取り組むべきであると考え
ることについて、教えてください。（力を入れて取り組みべき事項） 〈それぞれ３つまで選択〉
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◼ 業種別では、「市街地のにぎわい」や「人口・市場規模」 、「行政による事業者支援」の回答が多くなっている。特に
第1次産業では「行政による事業者支援」、第3次産業では「市街地のにぎわい」と回答する割合が多かった。

◼ 売上高別にみると、「市街地のにぎわい」は依然として多いものの、売上高が高くなるにつれて、「従業員の確保」
「人口・市場規模」に取り組むべきという回答が多くなっている。

貴事業所が考える島田市の現在の「強み」「弱み」と、今後、市が力を入れて取り組むべきであると考えることについて、
教えてください。（力を入れて取り組むべき事項） 〈それぞれ３つまで選択〉

業種別 売上高別
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交通インフラ 自然災害へのリスク対応 人口・市場規模 顧客・取引先との距離

行政による事業者支援 子育て支援など 情報交換や交流 市街地のにぎわい

従業員の確保 犯罪や交通事故のリスク その他
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◼ 「事業承継は必要なく、現状維持」とした事業が30.4％と最も多く、次いで「事業承継を考えている」と回答し
た割合（28.2％）が多い。一方で、約2割が「廃業を考えている」と回答している。

◼ 「後継者がいない」という回答が最も多い（31.4％）。「後継者が決まっている」「後継者は決まっていないが、
候補となるものがいる」といった後継者候補に関する割合を合わせると約4割となった。

貴事業所における事業承継の方向性と候補者について教えてください。

28.2%

30.4%
19.1%

20.7%

1.6%
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事業承継を考えている
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23.0%
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1.4%
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後継者が決まっている

後継者は決まっていない

が、候補となる者がいる

後継者がいない

まだ具体的に考えていない

その他

事業承継について 候補者について
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◼ 後継者が決まっている事業所と後継者がいない事業所のうち、廃業を考えている割合は約50％の差が見ら
れる。

◼ 後継者について、まだ具体的に考えていない事業所のうち5割以上が現状維持したいと考えているため、早
期の後継者探しを含めた事業継続のための取組が重要である。

貴事業所における事業承継の方向性と候補者について教えてください。

76.5

48.3

14.1

35.0

20.9
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40.0
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後継者が決まっている (n=85)
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候補となる者がいる (n=60)

後継者がいない (n=115)
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具体的に考えていない その他
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◼ 島田市内で事業を続けたい事業所は7割弱を占めている。「事業を続けたいが後継者がいない」と回答した
事業所が13.6％であった。

◼ 後継者がいないと回答した事業所のうち、5割弱が市内での事業継続の意思があり、また、約4割が事業継
続の上で後継者がいないことがネックとなっている。

これからも島田市で事業を続けたいですか。
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13.6%
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その他 (n=5)

現在の場所で事業を続けたい 市内の別の場所で事業を続けたい

市外に移転して事業を行う可能性がある 事業を続けたいが後継者がいない

わからない その他

事業継続について 後継者について
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◼ 「既存事業の積極的拡充」や「他業種・他業態への進出」を考えている事業所の合計は4割を超えている。ま
た、「現状維持」を考えている事業所は4割弱である。一方、「事業縮小」や「廃業」を考えている事業所も２割
弱であった。

◼ 後継者はいないが、事業の現状維持・拡大を希望する事業者は半数を超えている。

貴事業所の今後の事業展開の方向性について教えてください。

48.8

28.8

12.4

33.7

16.7

27.1

12.5

20.0

28.6

40.7

33.6

43.3

60.0

31.0

20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後継者が決まっている (n=84)

後継者は決まっていないが、

候補となる者がいる (n=59)

後継者がいない (n=113)

まだ具体的に考えていない (n=104)

その他 (n=5)

既存事業形態で積極的に拡充したい 既存事業に加えて他業種・業態へ進出したい

既存事業を縮小し他業種・業態へ進出したい 現状維持したい

事業縮小を考えている 廃業したい

29.1%

13.6%

2.4%

36.7%

6.0%

11.1%

1.1%

(n=368)

既存の事業形態で積極的に

拡充したい

既存の事業に加えて、他業

種・他業態へ進出したい

既存事業を縮小し、他業

種・他業態へ進出したい

現状を維持したい

事業の縮小を考えている

廃業を考えている

その他

事業展開についいて 後継者について
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◼ 6割以上の事業者に認知されており、2割は使用したことがあるとの回答であった。

島田市産業支援センター「おびサポ」の認知度や活用経験を教えてください。

20.0%

20.3%

23.6%

34.7%

1.4%

(n=360)

知っていて、使ったことが

ある

知っているが、使ったこと

はない（使う必要性がな

い）
知っているが、使ったこと

はない（どのような時に使

えば良いかわからない）
知らなかった

その他
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◼ 「人口減少・少子高齢化社会の進行」に対応すべきとの回答が8割と突出して多かった。次いで、「地域経済
を取り巻く環境の変化」が4割と続いている。

◼ 一方、「多様性・well-beingの実現」や「住民参画・共同意識の高まり」などは、1割未満であり、優先度は低
いと考えられる。

貴事業所から見て、今後、島田市が特に対応すべきだと思う時代の変化を教えてください。 〈３つまで選択〉

82.5

48.2

20.8

20.8

19.7

16.9

14.9

6.2

5.9

3.9

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

人口減少・少子高齢化社会の進行

地域経済を取り巻く環境の変化

防災意識の高まり

デジタル化の進展、デジタルテクノロジーとの共生

教育や子育てに対する関心の高まり

社会資本の老朽化

環境問題への対応

価値観の多様化とWell-beingの実現

住民参画・協働意識の高まり

国際情勢が地域に与える影響

その他

(n=355)
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◼ 最も優先して対応すべきとされる「人口減少・少子高齢化社会の進行」については、市外に移転して事業を行う可能
性があると回答した事業所が最も割合が多く（43.8）、市外移転の理由の1つとなっている可能性が懸念される。

◼ また、「デジタル化の進展」については、市内の別の場所で事業を続けたいと回答した事業者にて最も回答割合が
多かった（17.8％）。

貴事業所から見て、今後、島田市が特に対応すべきだと思う時代の変化を教えてください。 〈３つまで選択〉

33.2

28.9

43.8

36.4

31.6

34.3

11.1

10.1

18.8

20.0

18.8

20.6

21.5

25.7 11.4

17.8

11.2

11.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在の場所で事業を続けたい (n=575)

市内の別の場所で事業を続けたい (n=45)

市外に移転して事業を行う可能性がある (n=16)

事業を続けたいが後継者がいない (n=107)

わからない (n=79)

その他 (n=35)

人口減少・少子高齢化 well-being 国際情勢が地域に与える影響 環境問題

防災意識 地域経済を取り巻く環境変化 社会資本の老朽化 住民参画

教育や子育て デジタル化の進展 その他
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◼ 弱みとして挙げられている「市街地の活性化」を重要に考える事業所が４割で最も多い。

◼ また、「人材確保・人材育成」や「企業や店舗の誘致」も３割～４割弱と高い割合である。

◼ 一方、「産学官連携・異業種交流」や「都市部との交流」などの分野は低い結果となった。

貴事業所から見て、島田市の産業の振興に関して重要だと思う取組を教えてください。 〈３つまで選択〉

41.4

38.6

34.4

26.5

24.5

22.3

18.0

16.3

11.0

9.0

6.2 

5.6

3.7

3.4

3.1 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

駅前をはじめとする中心市街地の活性化

人材確保や人材育成への支援

新規に立地する企業や店舗の誘致

各種支援制度の情報提供

幹線道路など広域交通網の整備

資金繰り支援による経営の安定化

事業・経営に対する補助制度の充実

イベント、各種PR等による市外からの来訪者の増加

起業の支援

経営方法改善への支援

研究開発や商品・サービスの付加価値向上に関する活

動への支援

新たな産業分野への進出の支援

首都圏をはじめとする都市部との交流機会の創出

産官学連携、異業種交流などの交流機会の創出

その他

(n=355)
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◼ 深刻と感じるものとして、「地域を支える若者や担い手の不足」が56.5％と最も多く、次いで「地域産業の衰退」で48.5％であった。

◼ 「商店街などのにぎわいの喪失」や「商店や飲食店などの店舗の減少」はそれぞれ3割を超えており、弱みとして挙げられていた街のに
ぎわいとの関連が推測される。

◼ 一方、「娯楽やスポーツ・文化に触れる機会の減少」や「行政機能・サービスの低下」は低い結果であった。

人口減少が与える影響について、貴事業所にとって深刻であると感じるものを教えてください。 〈３つまで選択〉

56.5

48.5

34.2

33.9

22.9

18.7

18.5

14.9

14.3

11.8

5.2

1.9 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域を支える若者や担い手の不足

労働力不足による地域産業の衰退

商店街などのにぎわいの喪失

商店や飲食店などの店舗の減少

空き家の増加などによる治安の悪化

医療や介護サービスの提供不足

公共交通機関の廃線、減便

学校の統廃合や集団活動・行事の減少

地域のコミュニティや伝統・文化の衰退

行政機能・サービスの低下

娯楽やスポーツ・文化などに触れる機会の減少

その他

特に深刻な影響は感じない

(n=363)
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書き足りなかったこと、より具体的な提案（アイデア）、夢などお持ちでしたら、是非、お聞かせください。
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